








要約 

昭和 60 年 9月に行なった全国調査の成績は既に発表してある 1-2）が,今回は同じ資料で,

特発性ビタミン K欠乏症(VKD)について,年度別推移,性,年齢別に検討を行なった。各年度

とも全 VKDに占める特発性 VKD の割合は大きな差は無かった。但し,月齢別割合の年度別推

移を見ると,生後 2か月以降で発症する例の割合が,年と共に増加している傾向が見られた。 

特発性VKDの性比は2:1であるが,発症時期については,女児よりも男児の方が早く発症し,

平均発症年齢は男で37.1±15.9 日,女で 44.9±29.2 日となった。出生時体重は 1か月未満

で発症した例は,1～2 か月で発症した例よりも低い傾向が見られた。 


